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知能情報コース
Artificial and Natural Intelligence Course

研究テーマ

創発システム研究室

担当／谷口忠大・萩原良信（※）・谷口彰

実世界で発達する本当の
人工知能への挑戦
「コミュニケーションす
るロボットは創れるか？」

人間の知能とは設計されるものではありません。育つものです。
赤ん坊が生まれた時には歩行も出来ず、言葉も話せません。しか
し、人間は環境との絶え間ない物理的相互作用、他者の動作や発
話の模倣学習を経て、動作や概念を獲得し、他の人間とコミュニ
ケーションできるようになっていきます。これらを支える創発的
知能を理解することこそ、人間の知能、さらに社会の本質的理解
に不可欠であると考えます。
本研究室では、機械学習や
ロボティクスといった人工
知能に関わる広い分野をカ
バーしつつ、人間知能の理
解と人工知能の創造に挑戦
しています。
近年では知能ロボット競技
会への参戦を通じて、実世
界で人とコミュニケーショ
ンするロボットの実現に向
けてチャレンジを続けてい
ます。また、人間と機械の
共創的学習や知能情報技術
の社会応用にも取り組んで
います。

※総合科学技術研究機構所属

研究テーマ

知能システム研究室

担当／西川郁子・園田耕平・髙野諒

知能システム技術の
研究開発とその適用

機械学習と最適化を研究し、それらを人工システムや生体システ
ムなどに用いています。学習器は、過去に蓄積したデータを元に、
未来に遭遇するデータを認識し、また自らデータを生成しますが、
さらにそれらを組み合わせて、データの異常検出や、ある課題で
の学習を似た課題に転用できると便利です。例えば現在のテーマ
には、「ドメイン適応による画像セグメンテーション」イラスト
マップなど色々な描かれ方の地図から道路情報を抜き出すには；
「生物表現型異常の定量化」特定遺伝子をノックダウンすると何
がどう変わるか、形態や時間の異常を定量評価したい；「通信機
器の最適配置」ノイズや配線コストを考慮して効果的な配置や配
線をするには；「生物集団のモデリング」動物の群れの複雑な行
動原理を解明し応用する ... といったものがあり、一見全く関係
がなさそうな課題ながら、モデルを作り、問題を定式化すると、
そこに色々な学習や最適化の手法を使えるアイデアが出てきます。
毎年、新し
いテーマが
生まれ、面
白いけれど
複雑な課題
に挑戦すべ
く、新規手
法の開発に
取り組んで
います。
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研究テーマ

知能エンターテインメント研究室

担当／Ruck THAWONMAS

コンピュータゲームのエンターテインメント性
向上のための知能化技術

「人工知能」
ウェルビーイング・ゲーム、ビデオ
ゲーム生配信、及びデジタル・
ヒューマニティーズのための、人工
知能とその他の知的手法の応用研究
に重点を置いています。関連の基礎
研究は必要に応じてその都度実施し
ています。最初のテーマでは、身体
的、精神的、社会的健康を促進させ
るための、モンテカルロ木探索など
を用いたゲームの知的な仕組みの開
発を目指します。ビデオゲーム生配
信では、観戦者ごとに適したゲーム
プレイを自動生成するための、深層
学習などの知的手法について研究し
ています。3つ目のテーマでは、情
報推薦といった人工知能の最先端手法の駆使を通じて、文化的に
価値のあるコンテンツを普及させることを目的としています。

「進化計算」
生物の進化のメカニズムを計算機上
でモデル化した最適化手法である進
化計算法のアルゴリズムの開発、お
よびその応用に取り組んでいます。
特に、プレイヤーのスキルに合わせてゲームステージを自動生成
する方法や、NPCのパラメータの自動調整などの研究をしてい
ます。

研究テーマ

ヒューマンビジョン研究室

担当／篠田博之

心理物理学による人間の視覚情報処理と
色彩工学の研究

http://www.hvcs.ci.ritsumei.ac.jp

人間視覚系の特性や情報処理機構を調べ、得られた知見を色彩工
学や視環境工学へ応用します。とくに人間の特性を知ることで、
快適で機能的なモノづくりや環境創成に役立てています。視覚に
おいて入力である光は「物理」、最終的な出力である知覚は「心
理」ですから、この二つを結ぶ関数や特性を心理物理学的手法に
よって検討します。これまでに色覚障害者用ソフトウェア
UDcolor®、高齢者用照明システムCRS®、明るさ感指標
Feu®など、多くの製品化に貢献しています。他にも、映像酔
いと臨場感の研究、眼疲労測定法の開発、白内障簡易測定法の開
発、大脳レベルの情報処理による視力上昇、視点計測による読み
易さ評価、機器を用いないカラーマネジメントなど、多くの研究
テーマが進行中です。




